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小特集　ライフログと心理学

　私が専門とするコミュニケー
ション研究ではメディア利用がし
ばしば重要な変数となる。しか
し，日常的かつ習慣的に生じるテ
レビ視聴や携帯電話利用などの頻
度を正確に推定して自己報告する
ことは認知的に極めて難しい。も
ちろん，実験室でニュースを閲覧
する実験であればメディア接触を
正確に測定することはできるが，
それでは日常生活における自然な
利用の長期的な効果を検討するこ
とはできない。そこで，大きな測
定誤差があることは認めつつも，
コミュニケーション研究者は自己
報告によるメディア利用の測定に
長らく頼ってきた。
　しかし，スマートフォンの登場
はこうした方法論的限界の突破を
可能にしつつある。スマートフォ
ンは人間の行動や心理のさまざま
な指標を測定する多機能センサの
役割を果たすことができる。ま
ず，携帯コミュニケーション行動
として通話やショートメッセージ
サービスなどのログを蓄積するこ
とができる。さらに，基地局デー
タやGPSを用いて利用者の位置
データを取得することもできる。
Bluetoothなどの技術を用いれば，
どのような他者と物理的に近接し
ていたかも測定できる。さらに，
周囲の環境音や加速度センサを用
いて場所や移動状態を推定したり，
外部センサと連携することで心拍

数などの生理指標を測定すること
もできる。こうした多様なライフ
ログをうまく活用することができ
れば，心理学が測定誤差の大きな
自己報告に頼る必要性が低下する
かもしれない。以下ではスマート
フォンから取得されたライフログ
の活用事例をいくつか紹介し，そ
の可能性を概観してみよう。
　スマートフォンから取得される
ライフログを使った研究の嚆矢
となったのは，MITで実施され
たReality Mining Projectである。
Eagleら（2009）はファームウェア
を改変して通話履歴やBluetooth
による半径5メートル以内の他者
との近接イベントの記録，基地局
ID，アプリ利用，電話の状態（電
源のオンオフなど）を取得できる
ようにした携帯電話を実験参加者
に貸与し，9 ヵ月間にわたって継
続的にデータを取得した。さらに
参加者から自己報告データも取得
してライフログと紐づけた分析を
行っている。その結果，職場にお
ける友人との物理的近接性が職場
満足度と正相関したり，土曜日の
夜に物理的に近接したかどうかな
どの変数から友人関係を予測でき
たりすることが示された。
　Reality Mining Projectは 画 期
的であったが，ファームウェアの
改変が必要となるなどプロジェク
ト外の研究者にとってハードルの
高いものであった。そこで，筆者

らを中心とするグループは2010
年からAndroid OSで動作する学
術研究用のライフログ取得アプリ
の開発に取り組んだ。このアプリ
は現在，通話履歴，SMS送受信
履歴，Gmail送受信履歴（Gmail
アカウントと紐づけた場合のみ）
を収集することができる。ただ
し，メールや通話の内容は記録せ
ず，ユニークなIDが振られたコ
ミュニケーション相手とコミュニ
ケーション日時（いわゆるメタ
データ）のみが収集される。デー
タは不可逆な暗号処理が施され，
安全な研究用サーバにアップロー
ドされる。また，このアプリはス
マートフォン上で回答できる社会
調査を配信することが可能であ
り，自己報告とログを紐づけて分
析することができる。社会調査の
質問内容は管理インターフェース
で変更することが可能であり，研
究目的に合わせてカスタマイズす
ることができる。さらに，アプリ
のインストール時に無作為配置を
行うことができるため，ログに基
づいてパーソナライズされた実験
刺激を実験参加者のスマートフォ
ンに配信することでフィールド実
験に使うこともできる。
　利用者にとってのメリットがな
いと長期的に使ってもらうことは
難しいため，上記の機能に加えて
自身のパーソナルネットワークを
時系列でアニメーション化したり，
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電話帳に登録された特定の相手と
のコミュニケーション履歴を時系
列で可視化したりする機能を付与
している。また社会調査データの
自分の回答を他の実験参加者平均
と比較することもできる（図1）。
　このスマートフォンアプリを
使った研究として，Kobayashiと
Boase（2012）は自己報告による
社会調査データとログを比較し，
携帯コミュニケーション頻度は自
己報告では過大報告されている
こと，測定誤差は変数間の相関
を希薄化するとは限らず，むし
ろ相関を過大推定してタイプ1エ
ラーの確率を高めることがある
ことを明らかにしている。また，
Kobayashiら（in press） は， こ
のアプリを用いて携帯コミュニ
ケーションログから自動的に「弱
い紐帯」を特定し，それらの紐帯
を活性化するようなパーソナラ
イズされたリマインダを参加者
に送信するフィールド実験を行
い，ログに基づいたリマインダ
が「弱い紐帯」とのコミュニケー
ションを活性化し，社会関係資本
へのアクセスを促進することを
示している。一方，Boaseら（in 
press）は「弱い紐帯」の再活性
化実験を日米比較の点から分析
し，日本人サンプルはアメリカ人
サンプルと比べてリマインダに反
応して「弱い紐帯」と連絡を取る
確率が低いことを示している。小
林ら（2014）は，東日本大震災を
プライムすることが死の顕現性を

高めて親密な他者とのコミュニ
ケーション行動が促進される可能
性に注目し，震災プライミング操
作後に親密な他者との携帯コミュ
ニケーションが生じやすくなるか
どうかをログベースで実証する
フィールド実験を実施している。
このように本アプリはさまざまな
研究目的に合わせてカスタマイズ
して利用することができる。本ア
プリを用いた研究を行いたい方は
筆者までご連絡いただきたい。
　さて，このようにスマートフォ
ンを利用したログの取得・解析は
コミュニケーション研究の方法論
を大きく変える可能性をもってい
るが，ログを収集するためには当
然ながら研究参加者の同意を得る
必要がある。ログを研究者に提供
することに抵抗感を感じる人もい
るため，ログ提供に抵抗を感じな
い人のみを対象とした研究を行っ
た場合，サンプルに偏りが生じる
可能性がある。したがって，ライ
フログの提供における心理的抵抗
を分析することは今後こうした方
法論が発達するためには必要な
ステップである。小林ら（2012）
は，ライフログ調査研究への参加
依頼を実験刺激として，収集する
ライフログの種類，金銭的謝礼の
金額，対価として提供されるライ
フログ活用サービスを要因操作し
た実験を行った。その結果，コ
ミュニケーション履歴を提供する
ことへの心理的抵抗が最も強く，
GPS位置情報を提供することへの

心理的抵抗は比較的弱いことが
明らかになった。また，金銭的謝
礼はライフログ提供を促進するが
その効果は非線形であることが示
唆された。一方で，レコメンデー
ションサービスやライフログ可視
化サービスはライフログの提供を
促進するインセンティブとしての
効果が見られなかった。より幅広
いサンプルからライフログを収集
するためには，こうした知見を蓄
積していく必要があるだろう。
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図 1　（左から）研究参加同意画面，ネットワークアニメーション，コミュ
ニケーション頻度遷移，社会調査データ比較。


